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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、ヒト肝細胞癌においてDNMT1, 3a, 3bの異常な蛋白発現の意義を調べるために、

DNMT蛋白発現と肝細胞癌の臨床病理学的因子および患者予後との関連性を検討した。その

結果、腫瘍分化度や肝内転移と関連があり、DNMT3aにおいては門脈浸潤とも関連を認めた。

また、DNMT3a、3b過剰発現群は肝細胞癌の予後不良因子であり、さらにDNMT1, 3a, 3bすべ

ての蛋白が過剰発現した群ではさらに予後が不良であることが示された。本研究は、肝細

胞癌患者のDNMT蛋白過剰発現は予後不良群の予測因子なることを示し、DNMTが新たな予後

マーカーや今後の肝細胞癌治療における標的になり得る可能性も示唆したもので、明らか

に肝臓腫瘍学の学術水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


